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古事記から学ぶ その 5 

隠れた天照大御神のその後 

 

＜1＞ 天照大御神を天石屋から出すには 

日の神である天照大御神が天石屋（あめのいわや）に隠れてしまったことにより、天上の高天原（た

かまのはら）も、地上の葦原中國（あしはらのなかつくに）も闇の世界となってしまった。 

八百万の神が天安河（あめのやすのかわ）の河原に集まって対策を協議した。 

●高御産巣日神（たかみむすびのかみ）の御子である●思金神（おもいかねのかみ）は知恵者だっ

たので、彼の考えに基づく策を選ぶことにした。 

まず闇夜に長く鳴く長鳴き鳥の鶏を集めてきて一斉に鳴かせることになった。 

河原にある硬い岩と天金山（あめのかねやま）の鉄を取って、鍛冶を業とする●天津麻羅（あまつまう

ら）を呼び寄せて、「矛」を作らせた。 

次に伊斯許理度売命（いしこりどめのみこと）に、「鏡」を作らせた。 

次に●玉祖命（たまのやのみこと）に、５００個の勾玉を緒に貫いた「長い玉飾り」を作らせた。 

次に●天児屋命（あめのこやねのみこと）と●布刀玉命（ふとたまのみこと）に、天香具山に住む牡鹿

の肩の骨を打ち抜いて、そこに天香具山の朱桜（ははか）の木の皮で焼く占いをさせて、思金神（おも

いかねのかみ）が示した策が神意に従ったものかどうかを確認させた。占いの結果は「良し」と出た。 

この結果を受けて、天香具山に生える榊の木を掘り起こして、上枝には５００個の勾玉を緒に貫いた

「長い玉飾り」を付けて、中枝には八咫鏡（やたのかがみ）を付け、下枝には白い木綿（ゆう）の和幣

（にぎて）と青い麻の和幣を付けて垂らした。 

これらの品を、布刀玉命（ふとたまのみこと）が神前に捧げる御幣（みてぐら）として用意した。 

天児屋命（あめのこやねのみこと）は、日の神が再び石屋から出てくるようにと祝詞を奏上し、力持ち

である●天手力男神（あめのてぢからをのかみ）が、石屋の脇に隠れて待機した。 

準備が万端整ったところで、男勝りの女神である●天宇受売命（あめのうずめのみこと）が、天香具

山に生える日蔭葛（ひかげかずら）をたすきにかけて、正木葛で髪を束ね、笹の葉を束ねて手に持ち、

天石屋の戸の前に舞台を作り、足拍子をあげて、音が轟くばかりに踊りまくった。踊りの様は、神が乗り

移ったかのようなもので、胸乳が露わになり、腰に結んだ裳緒（もひも）が下腹部に下がるほどだった。 

この神がかりの踊りを見て、八百万神は声を合わせて笑い、高天原が揺れ動くほどだった。 

 

＜2＞ 天石屋から出た天照大御神 

石屋の奥に潜む天照は、神々の楽し気に笑い転げる声が聞こえてくるので不審に思い、石屋の戸を

少々開けて訊ねた。 

「暗闇のはずなのに、何故あって天宇受売が踊りまくり、神々はそれを見て声を上げて笑うのか？」 

天宇受売はこの問いに答えた。 

「あなた様よりももっと尊い神様がここにおいでなので、歓んで踊ったり笑ったりしているのです」 

天児屋命と布刀玉命は、鏡を天照に見せた。鏡を見るとそこには、一柱の尊い神様の姿が光り輝いて

写っている。天照は、これは「不思議なこと」と思って様子を確かめようと思い、石屋の戸をもう少し開

けて外に出た。 



するとそこへ、待ち構えていた天手力男神が天照の手をとって石屋の前へと歩かせた。 

その時すかさず、布刀玉命は石屋の入り口に注連縄を張り巡らせて、こう言った。 

「ここより奥へは、もう二度と戻らないで下さい」 

天上の高天原も、地上の葦原中國も、前のように明るく輝くようになった。 

 

＜3＞ 須佐之男命の処遇とヤマタノオロチ 

天照大神と須佐之男命の対決がもとで起きた事件は決着がついて、和平が戻ってきた。 

騒動の元になった須佐之男の処罰を目的として、八百万神が集まって会議を開いた。その結果。 

千の座（くら）の上に、罪を償う供え物を載せて差し出すように言い渡した。さらに、髭を切って、手足の

爪を抜いてしまい、高天原から追放した。 

そこで、須佐之男は、食物を司る女神 ●大気津比売神（おおげつひめのかみ）に食物を要求した。 

大気津比売は、伊邪那岐神と伊邪那美神が生み出した「食物を司る神」である。 

大気津比売は、鼻・口・尻などから色々な食べ物を出して料理を作って提供した。 

須佐之男は、大気津比売の動きを怪しく思って、料理を作っている所をのぞいて、実態をつかんだ。 

わざわざ穢れた食べ物を食べさせようとしていることを知った須佐之男は、再び乱暴な心が起こり出

して、大気津比売を殺してしまった。 

殺された大気津比売の体から、様々なものが生まれ出した。 

●大気津比売の体 

 ＝頭から  →蚕 

 ＝目から  →稲種（いなだね） 

 ＝耳から  →粟 

 ＝鼻から  →小豆                       神産巣日御祖命 → 種（たね） 

 ＝陰処から→麦 

 ＝尻から  →大豆 

穀物の祖先の神である●神産巣日御祖命（かみむすびみおやのみこと）が、これら五種の穀物を取り

集めさせて、これを種（たね）とした。 

 

＜4＞ 高天原から追われた須佐之男命は 

追放された須佐之男は地上へ逃れてきて、出雲國の肥河（ひのかわ）の上流の鳥髪（とりかみ）の里

に降り立った。 

肥河は、現在の斐伊川（ひいかわ）で、斐伊川を遡ると源流の山郡川（やまごおりがわ）の奥に海抜

1142ｍの船通山（せんつうざん）がある。この山は古来「鳥髪の峰（とりかみのみね）」と言われてき

た。また、須佐之男の母親である伊邪那美神が葬られた比婆之山は、この船通山（鳥髪の峰）から南

西にわずか 15Kmのところにあり、頂に立てば姿が確認できるところにある。 

須佐之男が肥河の流れに見入っていると、箸が流れてきたので、上流に誰かがいるに違いないと思っ

て上って行った。すると立派な邸があり、そこには老夫婦と少女が住んでいた。 

老夫婦が少女の手をとって泣いていたので、踏み入って話を聞いてみた。 

「私はこの国を治める国神（くにつかみ）で大山津見神（おおやまつみのかみ）の子で、●足名椎（あ

しなづち）と申します。妻の名は●手名椎（てなづち）で、私たちが足を撫で手を撫でして可愛がって

いる娘の●櫛名田比売（くしなだひめ）です。」 



遡って思い出してみると、大山津見神は、伊邪那岐神と伊邪那美神が生み出した「山の神」である。 

手を取り合って泣いている姿が気になって訊ねてみると、 

「私には８人の娘がいた。高志（こうし：＊註）の國に八俣大蛇（やまたのおろち）という怪物がいて、毎

年娘を一人ずつ餌食にする。今年もその時期になり、最後の一人が餌食になることを思うと悲しい」 

八俣大蛇の姿形を問うと、老人はこう答えた。           （＊註：越の國つまり北陸と考えられる） 

「目は真っ赤なほうずきのようで、一つの体に頭が八つ・尾が八つあり、胴体には苔が蒸してスギやヒ

ノキが生えている。八つの谷・八つの山を這い渡るほどの大きさで、腹は血を流してただれている」 

老人と須佐之男の間で、こんなやりとりになった。 

「お前の娘を、私の妻としてくれないか」という須佐之男の言葉に対して、老人は 

「あなた様のお名前をまだうかがってはおりません」 

「私は天照大神の弟だ。今天上の国からこの地へ降りてきたところだ」 

老夫婦は、「恐れ多いことでありますが、そのような方のお求めであれば娘をさしあげましょう」 

須佐之男は、八俣大蛇との対決の準備に入った。 

まずは霊妙の力を使って、娘を爪櫛（つまぐし）の形に変えてしまい、自分の角髪（みずら）に刺した。 

そして老夫婦に、「絞りに絞った強い酒を醸し出せ」と指示した。 

老夫婦は指示に従い、垣根を張り巡らせて、垣根の間に八つの門を作り、それぞれの門の先に八つの

桟敷を作り、そこに八つの酒槽（さかぶね）を置き、用意した強い酒で満たした。 

やがて八俣大蛇が現れ、大蛇は八つの酒槽に入った強い酒を飲み、酔いが回り寝込んでしまった。 

須佐之男はこの機を逃さず、腰の剣を抜いて八つの大蛇の頭を切り落とした。流れ出した血潮で肥河

の流れは赤く染まった。次に大蛇の胴体を切り刻んだが、中ほどの尾を切った時に剣の刃がこぼれて

しまった。不思議に思って剣先で切り開いてみたら鋭利な太刀が隠れていた。 

不思議なものに遭遇した須佐之男は、これを我がものにすべきではないと考え、姉である天照大御神

にことの次第を伝えた上、太刀を献上した。のちに草那芸（くさなぎ）と名付けられた太刀である。 

 

＜5＞ 須佐之男命と櫛名田比売（くしなだひめ） 

八俣大蛇を退治して、櫛名田比売を手に入れた須佐之男は、新居を構えるべく出雲國の中に探し求

めた。新居の場所が決まり、「この土地に来て私は清々しい」と感嘆をもらした。 

このことから、」この地の地名は「須賀」と名付けられた。現在の「島根県雲南市大東町須賀」で、 

須我神社にその由緒が記されている。 

須佐之男がこの地に宮を造ろうとした時に、そこに白い雲が幾重にも立ち上る姿を見て、歌を詠んだ。 

 八雲立つ 出雲八重垣 妻ごみに 八重垣作る しおの八重垣を 

この歌は、日本初の和歌と言われており、この地は「和歌発祥の地」と言われている。 

須佐之男は、宮殿が出来上がったあと、足名椎に「ここの首長（おさ）になれ」と命じて、●稲田宮主

須賀之八耳神（いなだのみやぬしすがのやつみみのかみ）という名を与えた。 

須佐之男と櫛名田比売は新しい宮殿で結ばれて、●八島士奴美神（やしまじぬみのかみ）が生まれ

たのだが、この他に大山津見神の娘である●神大市比売（かむおおいちひめ）との間で●大年神（お

おとしのかみ）と●宇迦之御魂神（うかのみたまのかみ）を生んだ。この二人は穀物の神である。 

須佐之男と櫛名田比売の子である八島士奴美神は、のちに大山津見神の娘である●木花知流比売

（このはなちるひめ）を妻として●布波能母遅久奴須奴神（ふはのもぢくぬすぬのかみ）を生んだ。 

この布波能母遅久奴須奴神は、竜神であり●淤迦美神（おかみにかみ）の娘である●日河比売（ひ

かわひめ）を妻として、●深淵之水夜礼花神（ふかふちのみずやれはなのかみ）を生んだ。 



この深淵之水夜礼花神は、水を集める●天之都度閇知泥神（あめのつどへちねのかみ）を妻として

●淤美豆奴神（おみづぬのかみ）を生んだ。 

この淤美豆奴神は、●布怒豆怒神（ふぬづぬのかみ）の娘である●布帝耳神（ふてみみのかみ）を妻

として、●天之冬衣神（あめのふゆきぬのかみ）を生んだ。 

この天之冬衣神は、●刺國大神（さしくにおおのかみ）の娘である●刺國若比売（さしくにわかひめ）

を妻として●大国主神（おおくにぬしのかみを生んだ。大国主神は別名を四つ持ち、計五つの名を持

っていた。（下図参照） 

★☆☆☆☆☆☆ 須佐之男命が生み出した神々の系図 ☆☆☆☆☆☆★ 

大山津見神  足名椎（のちに稲田宮主須賀之八耳神を名乗る） 

 

   手名椎 

 

櫛名田比売 

   

須佐之男命 

               大年神（おおとしのかみ） 

   神大市比売（かむおおいちひめ）   

           宇迦之御魂神（うかのみたまのかみ） 

 

 八島士奴美神（やしまじぬみのかみ） 

     布波能母遅久奴須奴神（ふはのもぢくぬすぬのかみ） 

 木花知流比売（このはなちるひめ） 

竜神：淤迦美神（おかみのかみ）     日河比売（ひかわひめ） 

             

  深淵之水夜礼花神（ふかふちのみずやれはなのかみ） 

        淤美豆奴神（おみづぬのかみ） 

天之都度閇知泥神（あめのつどへちねのかみ）           

      布怒豆怒神（ふぬづぬのかみ）  布帝耳神（ふてみみのかみ） 

  

    天之冬衣神（あめのふゆきぬのかみ） 

        

刺國大神（さしくにおおのかみ）  刺國若比売（さしくにわかひめ） 

 

大国主神（おおくにぬしのかみ） 

別名：大穴牟遅神（おおなむぢのかみ）・・・・・・・・大名持ちの意 

     葦原色許男神（あしはらしこをのかみ）・・・武勇を称えるの意 

     八千矛神（やちほこのかみ） 

     宇都志國玉神（うつしくにたまのかみ）・・・・・この国の守護神の意 

以上 

●参照した情報  古事記原文  https://www.seisaku.bz/kojiki_index.html 

https://www.seisaku.bz/kojiki_index.html

